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voice

２
０
１
４
年
、
有
限
会
社
吉
田
工
業

に
中
途
入
社
し
、
工
事
一
課
の
最
前
線

で
活
躍
し
て
い
る
下
野
健
太
郎
さ
ん
。

多
様
な
現
場
経
験
を
重
ね
な
が
ら
、「
安

全
」
と
「
誠
実
さ
」
を
大
切
に
し
て
き

た
と
い
い
ま
す
。
確
か
な
技
術
で
現
場

を
支
え
る
下
野
さ
ん
に
、
入
社
の
経
緯

や
こ
れ
ま
で
の
苦
労
、
仕
事
に
対
す
る

信
念
や
今
後
の
目
標
を
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

入
社
の
経
緯
を 

教
え
て
く
だ
さ
い
。

も
と
も
と
は
外
注
と
い
う
形
で
吉
田

工
業
の
仕
事
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
２

年
ほ
ど
経
過
し
た
頃
に
、
周
囲
の
人
た

ち
か
ら
「
社
員
と
し
て
や
っ
て
み
た
ら

ど
う
か
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
転
職
を

考
え
始
め
ま
し
た
。
思
い
切
っ
て
社
長

に
「
社
員
と
し
て
雇
っ
て
い
た
だ
け
ま

せ
ん
か
」
と
直
談
判
し
た
と
こ
ろ
、「
君

が
そ
う
言
う
な
ら
い
い
よ
」
と
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
今
思

え
ば
、
あ
の
と
き
の
行
動
が
自
分
に

と
っ
て
の
大
き
な
転
機
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。入

社
後
、 

ど
の
よ
う
な
業
務
を 

担
当
さ
れ
ま
し
た
か
。

最
初
は
除
染
作
業
か
ら
現
場
に
入
り

ま
し
た
。当
時
は
原
発
事
故
の
影
響
で
、

除
染
作
業
の
需
要
が
高
か
っ
た
時
期

だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
業
務

は
吉
田
工
業
の
社
員
と
接
す
る
機
会
が

少
な
く
、
入
社
し
た
当
初
は
会
社
に
属

し
て
い
る
と
い
う
実
感
が
湧
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

そ
の
後
、
放
射
線
管
理
の
仕
事
を
経

て
、
呉
羽
化
学
工
業
株
式
会
社
（
現
・

株
式
会
社
ク
レ
ハ
）
の
い
わ
き
事
業
所

に
配
属
さ
れ
、
機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
務
に
携
わ
る
よ
う
に
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
で
は
、
工
場
内
に
あ
る
脱
水
機

や
遠
心
分
離
機
、
モ
ー
タ
ー
や
ポ
ン
プ

な
ど
の
分
解
・
整
備
・
組
み
立
て
を
担

当
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
業
務

と
は
全
く
異
な
り
、
最
初
は
大
き
な
戸

惑
い
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

印
象
に
残
っ
て
い
る 

業
務
は
あ
り
ま
す
か
。

機
械
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
を
担
当

す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
よ
り
一
層
緊
張

感
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
デ
カ
ン

タ
ー
」
と
い
う
非
常
に
大
き
な
機
械
の

整
備
で
す
。
重
量
も
サ
イ
ズ
も
桁
違
い

で
、
高
所
か
ら
吊
り
下
げ
て
解
体
す
る

た
め
、
ほ
ん
の
少
し
の
ミ
ス
で
も
命
取

り
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
高
い
集
中
力

と
判
断
力
が
求
め
ら
れ
る
業
務
で
し

た
。分

解
整
備
後
に
異
音
が
し
た
り
、
思

う
よ
う
に
動
か
な
か
っ
た
り
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
失
敗
を
重
ね
る
た
び
に
克
服
の

仕
方
を
覚
え
て
い
き
ま
し
た
。
自
分
だ

け
で
解
決
し
よ
う
と
せ
ず
、
周
囲
の
人

た
ち
に
相
談
し
て
、
一
緒
に
原
因
を
探

る
。
い
わ
き
事
業
所
で
は
吉
田
工
業
の

社
員
が
私
１
人
だ
け
と
い
う
環
境
だ
っ

た
の
で
、
他
社
の
方
々
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰
囲
気
で

は
な
か
っ
た
分
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を
気
に

し
な
が
ら
相
談
し
て
い
ま
し
た
。

業
務
中
に 

大
切
に
し
て
い
る 

考
え
方
は
あ
り
ま
す
か
。

何
よ
り
も
「
安
全
第
一
」
で
す
。
私

た
ち
の
現
場
は
、
常
に
危
険
と
隣
り
合

わ
せ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
作
業
に
入
る
前

に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か
を
確
認

し
、
チ
ー
ム
内
で
情
報
を
共
有
す
る
。

こ
れ
が
怪
我
を
防
ぎ
、
安
全
に
仕
事
を

進
め
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
ル
ー
テ
ィ

ン
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
成
果
や
効
率

も
大
事
で
す
が
、
そ
れ
以
前
に
命
や
健

康
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
な
が

ら
、現
場
で
の
業
務
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
、
意
気
込
み

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

２
０
２
５
年
４
月
か
ら
常
磐
共
同
火

力
株
式
会
社
の
勿
来
火
力
発
電
所
に
移

り
、
現
在
は
タ
ー
ビ
ン
の
分
解
整
備
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、「
セ
ン

タ
ー
リ
ン
グ
」
と
い
っ
て
、
機
械
同
士

の
接
続
部
分
の
ズ
レ
を
調
整
す
る
作
業

を
担
当
し
ま
し
た
。
非
常
に
繊
細
な
作

業
で
、
今
以
上
に
知
識
と
想
像
力
が
必

要
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
経
験
を
積

み
な
が
ら
、
自
分
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
自
分
に
は
知
識
や
経
験
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る

の
で
、
一
つ
ひ
と
つ
の
現
場
で
自
分
の

引
き
出
し
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
目

標
で
す
。
そ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
現
場

で
も
、
安
全
に
、
確
実
に
、
チ
ー
ム
の

一
員
と
し
て
役
割
を
果
た
せ
る
技
術
者

で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

安
全
と
向
き
合
い
、
技
術
を
磨
き
続

け
る
下
野
さ
ん
。そ
の
真
摯
な
姿
勢
が
、

こ
れ
か
ら
も
吉
田
工
業
の
現
場
力
を
支

え
、
後
輩
た
ち
の
道
し
る
べ
と
な
っ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
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仕事で困難に直面したとき、気持ちが沈んだとき、皆さんの背中を押してくれる
「応援ソング」はありますか？今回は２名の方に、それぞれの「応援ソング」に
ついて語ってもらいました。選んだ曲と、そこに込められた熱い想いが伝わって
きます。

工事二課  課長
　     こまつ　　　    だいすけ

小松 大介さん

失恋ソングですが、落ち込んだときにこの曲を聴
くと元気になります。「恋は石ころよりもあふれて
ると思ってた なのにダイヤモンドより見つけられ
ない」という歌詞が好きで、悲しい内容ながら
も、心が沈んだときにかえって元気をもらえま
す。工事のスケジュールが雨などで思うように進
まないときなどにも、「明日もがんばろう」という
気持ちになります。

「シングルベッド」

オリジナルも良いのですが、同僚の小川さんが
歌う「シングルベッド」が大好きです。仕事が終
わった後などにカラオケでいつも歌ってくれるの
ですが、元気が出るだけでなく、お酒も進みま
す。小川さんとは仕事で苦楽をともにした思い出
もあり、私にとって特別な曲のひとつです。

おすすめポイント

Ｍｙ応援ソングＭｙ応援ソング

次回は、

八巻さんと羽深さんの
応援ソングをご紹介します！

＼私の応援ソングは……／
＼私の応援ソングは……／ シャ乱Ｑの

同僚の小川さんに歌ってもらう！

総務部・人事部
　   しんか　　　　   ふうか

新家 楓佳さん

産休・育休が明け、４月から本社勤務となりました。この曲は
以前、別の事業所で派遣として働いていたときに励まされた
曲です。当時、事業所が遠かったため通勤に１時間かかり、朝
は早く帰りが遅いなど、体力的に辛く感じていました。また、
派遣という立場であることに不安を感じ、心が折れそうになっ
たことも……。そのようなときにこの曲を聴いて、「この先には
楽しいことや嬉しいこと、ポジティブなことが絶対ある！」と思
いながら気持ちを高めました。そして今、念願の第一子に恵ま
れ、「辛かった経験も、子どもという『素敵なこと』に繋がった
のでは」と感じています。

「素敵なことが
　　あなたを待っている」
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前例なき挑戦、その最前線へ。

現場概要
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統括部  部長
    き 　むら　  ひろ   ゆき

木村 博幸さん

第二期

事レ
東新潟火力発電
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の方々と連携し、安全に作業を進めるための管理業
務を学ぶことも重要なテーマです。この現場が、関
わる全員にとって共に成長できる貴重な機会となる
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フレッシュな新人の石田さんとルエンさんに、
会社への率直な想いを伺いました！会社の魅力
や温かい人間関係を語る一方、新人だからこそ
気づくことができる改善点や未来への期待も
お話いただきました。

仕事 環 境 は 基 本 的には安 全で 、みなさんと楽しく働 いていま
す 。ただ 、時 々危 険 なこともあり 、まだまだ 勉 強 中です 。社 長
含め面白い方ばかりで 、とても良い会 社 だと思います 。

YOSHIDA
  Voice Box

新人の本音、

　未来への提言

期待すること

現在の業務と仕事のやりがい

危 険と隣り合 わせの 作 業 の中 、みなさん責 任を持って働 いて
いるところです 。
現 場で はいつも安 全に！  

吉田工業の好きなところ

みなさん仕事 熱 心で互いに協 力し合う職 場 のため 、現 状あり
ません 。
今後 もっとこんな 取り組みや 制 度 があったら良いなというも
のが思いついたら 、
ぜ ひ 提 案していきたいと思います！

会社への提案

工事一課

ヴ・ディン・ルエンさん

仕事 で 頑 張った 人 にちょっとしたご 褒 美 が
あれば、もっとモチベーションが上がると思
います。

勿 来 の 火 力 発 電 所 で 、タービ ンの 分 解 および 組 み立 て作 業
に従 事しています 。2 02 5 年３月に入社したばかりということ
もあり 、日々の業 務 は 新しい 知 識 や 技 術 習 得 の 連 続 です 。覚
えるべき 知 識 や 技 術 は 、まさに山 のようにあります 。発 電 所
は 、私 たち の日常 生 活 に 欠 か せ な い 電 気 を 生 み 出す 重 要 な
社 会 インフラで す 。そ のような 社 会 の 根 幹 を支 える仕事 に 、
入社して間もないうちから携 わ れることに 、大 きな 責 任 感と
やりがいを感じます 。

期待すること

現在の業務と仕事のやりがい

工事一課

石田 旭さん

幸いなことに、次の現 場も現在の先輩 方と
ご一 緒できるため、人間関係に対する不安
はありません。しかし、今後全く新しいチー
ムで業務にあたる可能性を考えると、事前に
他部 署の方々と交流できる機会があれば、
より一層安心して業務に臨めると思います。
会社全体の懇親会のような大規模なもので
なくても構いません。一緒に仕事をする可能
性のある方々と、短時間のミーティングや昼
食を共にするだけでも、円滑な関係構築の
一助となるはずです。

いしだ 　　　あさひ

専門知識の習得に奮闘中

現 場で は10 歳 以 上年 の 離 れたベテランの 先 輩 方と共に作 業
を 進 めています 。入社前は 、厳しい 指 導 を覚 悟していました 。
しかし 、実 際 に は み な さんとても優しく 、親 身 に 指 導してく
れることに良い意 味で の ギャップ を感じています 。特 にあり
がたいと思うのは 、その 指 導 方 法です 。先 輩 がまず 手 本を 示
し 、その直 後 に 私 が 実 践 するという形で 、業 務を直 接 教 わっ
ています 。言 葉 で の 説 明 に 加えて 、実 際 の 動 きをすぐそば で
見られることは 、理 解 を 深 め るために 非 常に 効 果 的 です 。わ
からないことがあっても質問しやすく 、丁寧 なフィードバック
が あ るため 、安 心して 業 務 に 取り組 むことが で きていま す 。
このような 恵 まれ た 環 境 で 社 会 人としての 一 歩 を 踏 み 出 せ
たことに 、深く感 謝しています 。

吉田工業の好きなところ

温かい人間関係と
恵まれた学習環境

今 はまだ 、日々の 業 務 を覚 えることに 精 一 杯 で 、数
年 後 のキャリアを具体 的 に描く余 裕 はありません 。
まず は 基 礎 的 な 技 術を 一 つひとつ 着実に身 につけ
た いと 思いま す 。例 えば 、最 初 に 教 わ る「 縄 の 縛り
方 」のような 基 本作 業 につ いて 、手 順 を 確 認 で きる
動 画 教 材 が あ れ ば 、さらに 学 習 が 深 まると 感じ ま
す 。休 憩 時 間 や 業 務 の 合 間 に 、スマートフォン や 会
社 の タブレット端 末 で 確 認 で き れ ば 、記 憶 の 定 着
にもつ な がり 、より 効 率 的 に 技 術 を 習 得 で きる の
で はないでしょうか 。

会社への提案

基本作業の
確認ツール作成

社員同士が顔見知りになれる
交流の機会を
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